
基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算

事業数
良好 適当 不良

01 消防・救急活動事業 10 5 5

02 広域行政推進事業 1 1

03 地域防災支援事業 1 1

04 地域コミュニティ支援事業 1 1

05 学校・地域連携事業 1 1

06 防災・危機管理体制強化事業 3 1 2

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

地域の力で災害に強いまちづくりプロジェクト

二宮町総合戦略評価シート（令和元年度実績）

安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくる

災害や犯罪に備える地域づくり

プロジェクト担当課長 防災安全課長

実施計画事業

令和元年度の
取り組み

成　果

･人口減社会に入り、駅周辺の自転車駐車場の整理統合を進め駅南北自転車駐車場の利用
者増を図った。
･防災訓練、防災講演会等により町民の防災意識の啓発を行った。特に、防災における地
域のリーダーとなる防災指導員については定期的な研修を行い地域防災力の強化に努め
た。
･防災行政無線の老朽化に伴う更新工事を行い、安定的な防災行政無線の運用を図ること
と、難聴地域対策としての電話サービスやメール配信の普及啓発に努めた。

課　題

①駅周辺の更なる自転車駐車場の整理統合
②更なる地域防災力の強化
③防災行政無線における難聴地域対策

改善点（課題番号に対応）

①今後の更なる人口減社会を見据え、臨時自転車置き場等の整理統合を図る。
②地域防災マニュアルの全地区策定や防災指導員の指導・育成など更なる地域防災力の向
上に努める。
③難聴地域対策として現在進めている対策の他に情報提供の多重化の検討を行う。

20地区策定

施策主管部長 政策総務部長

重要業績評価指標
（KPI）について

地区防災マニュアルの策定

基準値 H28 H29 H30 R1 目標値

― 0地区 1地区 4地区 17地区

達成状況に関する分析

地区防災マニュアルについては17地区において策定ができた。残る3地区についても個別
の対応を行い、先進地区の事例紹介等により全地区策定に向けた促進を図っている。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

防災・減災まちづくりに対する町民の評価（加重平均）

目標値

0.42

H28ｱﾝｹｰﾄ

0.52

H29ｱﾝｹｰﾄ

0.35

H30ｱﾝｹｰﾄ

0.33

H31ｱﾝｹｰﾄ

0.44

R2ｱﾝｹｰﾄ
0.50以上

基準値 H28 H29 H30 R1

達成状況に関する分析

昨今の風水害の発生等により町民の防災意識が高まる中、適格な情報提供や避難所開設に
おける地域との連携等、地域を軸とした防災・減災体制の取組みを行ってきた。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案
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地域の力で災害に強いまちづくりプロジェクトの成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 災害や犯罪に備える地域づくり の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

外部評価　（二宮町政策評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

２次評価

説明

地域や関係団体と連携をした様々な活動が、地域における防災力の向上の促進につながっ
ている。

事業効果について

　施策「災害や犯罪に備える地域づくり」について、目標達成に向けた進捗は、事業開始
前より前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一部改善を含め、さら
に力強く推進する必要がある。
　地区防災マニュアルの策定状況や駅周辺環境など、取り組みが進んでいることは評価が
できる。
　町民の防災意識は高まりつつあるものの、まだまだ温度差は大きいと考える。町民の行
動を促す意識改革や防災意識向上に資する取り組みを着実に進めるとともに、町の防災対
策に関する広報を強化することが重要である。
　今後も、新型コロナウイルス感染症を含め、様々な災害等の危機が迫ることが想定され
るため、必要に応じた対応を迅速に取り組む必要がある。
　安心・安全は、暮らしやすい魅力的なまちづくりを進めるうえで非常に重要であるた
め、今後とも工夫をしながら進めることを期待する。
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